
JP 2006-22378 A5 2007.2.15

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 2月 15日 (2007.2.15)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-22378(P2006-22378A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 1月 26日 (2006.1.26)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-004
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-201744(P2004-201744)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ Ｂ    9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)
                        Ｃ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ Ｂ    1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)   1/10     (2006.01)
                        Ｃ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ ＢＣ ２ ５ Ｂ   15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ２ ５ Ｂ    9/00          Ｂ
   Ｃ ２ ５ Ｂ    1/10          
   Ｃ ２ ５ Ｂ   15/00    ３ ０ ２ Ｚ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 25日 (2006.12.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 圧 力 容 器 (3)は 、 ス テ ン レ ス 鋼 （ 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ Ｌ ） 製 の 内 層 (14)お よ び 炭 素 鋼 （
例 え ば Ｓ Ｃ Ｍ ４ ４ ０ ） 製 の 外 層 (15)か ら な る ２ 層 構 造 と さ れ て い る 。 内 層 (14)は 、 円 筒 状
本 体 (14a)、 ド ー ム 状 （ 断 面 形 状 が 上 に 凸 の 円 弧 状 ） に 形 成 さ れ た 頂 壁 (14b)、 本 体 (14a)
下 端 部 に 設 け ら れ た フ ラ ン ジ 部 (14c)、 お よ び 本 体 (14a)下 端 開 口 を 塞 ぎ そ の 外 周 縁 部 が フ
ラ ン ジ 部 (14c)に 重 ね 合 わ せ ら れ た 底 壁 (14d)か ら な る 。 外 層 (15)は 、 内 層 (14)の 円 筒 状 本
体 (14a)に 密 接 す る 円 筒 状 本 体 (15a)、 ド ー ム 状 （ 断 面 形 状 が 上 に 凸 の 円 弧 状 ） に 形 成 さ れ
て 内 層 (14)の 頂 壁 (14b)に 密 接 す る 頂 壁 (15b)、 本 体 (15a)下 端 部 に 設 け ら れ か つ 内 層 (14)
の フ ラ ン ジ 部 (14c)に 上 か ら 重 ね 合 わ せ ら れ た フ ラ ン ジ 部 ( )、 お よ び 内 層 (14)の 底 壁 (1
4d)に 下 か ら 重 ね 合 わ せ ら れ た 底 壁 (15d)か ら な り 、 外 層 (15)の フ ラ ン ジ 部 (15c)、 内 層 (14
)の フ ラ ン ジ 部 (14c)、 内 層 (14)の 底 壁 (14d)外 周 縁 部 お よ び 外 層 (15)の 底 壁 (15d)外 周 縁 部
が ボ ル ト (16)に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 の 圧 力 容 器 (53)は 、 図 １ に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 の 圧 力 容 器 (3)で は 、 下 部
構 造 を フ ラ ン ジ (14c)(15c)と し た の に 対 し 、 上 部 構 造 を フ ラ ン ジ と し た も の で
、 図 示 省 略 し た が 、 図 ２ に 示 し た 第 ２ 実 施 形 態 の 圧 力 容 器 (3)を も と に し て 、 上 部 構 造 を
フ ラ ン ジ と し た 圧 力 容 器 を 得 る こ と も で き る 。 ま た 、 図 示 省 略 し た が 、 本 体 の 上 下 端 部 の
両 方 に フ ラ ン ジ を 形 成 し 、 ド ー ム 状 と さ れ て い る 底 壁 ま た は 頂 壁 を 平 坦 な 底 壁 ま た は 頂 壁
と す る こ と も で き る 。 い ず れ の 場 合 で も 、 外 層 が 内 層 の ス テ ン レ ス 鋼 よ り も 引 張 り 強 度 が
大 き い 鋼 で 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 圧 力 容 器 の 耐 圧 性 を 向 上 さ せ る と と も に 、 重 量 の
増 加 お よ び コ ス ト ア ッ プ を 抑 え る こ と が で き る 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ 】
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